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T.S.エリオット :Ego-centricな世界から
Superego-centricな世界ﾂ~1)

斉藤昭二

I

素朴な意味において，幸福を求めない人はいない。誰もが生き生きとし
た生，充実感に満たされた人生を求める。しかし，たとえどんなに善なる
動機から出発するにしても，仮にその方法を間連えたとするならば，人は
望む結果を得ることはできない。その場合人は動機の正当性と意に反して
得られた悲惨な結果とのあまりの落差に当惑し落胆することになるが，不
幸にしてその段階に至っても，なお自らの方法の誤まりに気づかないとす
ると，前と同じ誤まちを繰り返す。落差はさらに拡がり，ついにはその悪
循環に疲れ果ててしまう。求めれば求めるほど， もがけばもがくほど，逆
に疲弊し， 身動きがとれなくなってゆく。丁度神経症者が自己の症状にと
らわれ， これを取り除こうともがけばもがくほど，その症状は肥大化し，
彼の眼前いつぱいに拡がり，ついには身動きがとれなくなってしまうよう
なものである。そのような状況に追いこまれると，人の現実認識の目も狂
ってくる。T.S.エリオット (ThomasStearnsEliot, 1888-1965)の文
学世界に現われる登場人物にはこうした様相を呈した人物がことのほか多
い。T"GW"s"Lα"d(1922)の住人には，楽しかるべき「四月は一番残
酷な月｣2）に思われ， プルーフロックの目には単なるタ暮れも「手術台の
上でエーテル麻酔をかけられた患者のように｣3〕と映る。 「虚ろな人」の声
は暖れ, TWicFα""IyRe""jo"(1939)のハリーは妻を殺したのではない
かという強迫観念にたえずおびえている。
彼らは幸福を求めるにはあまりにも自己というものにとりつかれ過ぎて
いる。自己の内面に視線を向けることで，かえって心をむなしくしてしま
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っている。 とすれば彼らに必要なことは， 自己の内面に向かった視線を外
に向けることで，つまりego-centricな世界からSuperego-centricな世
界へ視線を移すことで，バランスを取り直すことであろう。
1927年に英国国教会に改宗して後のエリオットは急速にその宗教的色彩
を深めてゆくが，そこには作中人物の視線の向け方の変化をも併せてゑて
とることができる。 この小論ではT"gZ,0"eSo"gqfﾉ.A妙”彫"かoc"
(1917） とA"_""""es"y (1930)における作中人物の視線の変化とそ
のもつ意味を考えてゑたい。

Ⅲ

自己にとりつかれた人間の場合， どのような心の動き方をするのか。こ
の点での典型的な人物プルーフロックに登場願おう。彼が直面している問
題は恋愛であるが，恋愛とはあくまで互いに他を求める男と女の間に芽生
え，育まれてゆくものであり， 2人の間に生まれた夢を共に生きてゆくこ
とであるだろう。もしここにこうした関係をあらたに望む男がいるとすれ
ば，彼はめざす女との間に何であれある関係を生承出さねばならない。例
えば告白という形で2人に固有な関係をつくり出すことである。
中年男プルーフロックはまさにこうした立場に立たされている。彼はこ

れからあるサロンを訪れ，めざす女に愛の告白をしようと思っているのだ
が，彼の視線は自己の外側にある女との現実の関係をどうするかに向けら
れるのではなく，歩むにつれ加速度を増して自己の内面へと向かっていっ
てしまう。

気持ちが内向しているために，彼がもはや尋常の感覚を失っていること
は， 出発直後に見る彼の心象風景から明らかである。彼には街を流れる霧
さえも

Theyellowfogthatrubsitsbackuponthewindow-panes,
Theyellowsmokethatrubsitsmuzzleonthewindow-panes,
Lickeditstongueintothecornersoftheevening,
Lingereduponthepoolsthatstandindrains,
LetfalluponitsbackthesootthatfallsfrOmchimneys,
Slippedbytheterrace,madeasuddenleap,
Andseeingthat itwasasoftOctobernight,
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Curledonceaboutthehouse, andfellasleep.
（〃、 15-22）

と猫の動きのように見えてしまうのである。
このような心の状態で「当惑せる問題(anoverwhelmingquestion)」

(/. 10)に向かって歩みを進めながら， 彼は， この種の場合にとるべき現
実的な対応とは正反対に， 心の内でまだそれには「時間がある (there
willbetime)」とためらいを示す。

Andindeedtherewillbetime
Fortheyellowsmokethatslidesalongthestreet
RubbingitsbackUponthewindow-panes;
Therewillbetime, therewillbetime
Toprepareafacetomeetthefacesthatyoumeet;
Therewillbetimetomurderandcreate,

（〃、 23-28）

「窓ガラスに背中をこすりつけながら／通りをすべってゆく黄色い霧にも
”…･会う相手に備えて顔を整える時間はある」とか「殺人や創造をする位
の時間はある」などという奇妙な表現も当事者プルーフロックのバランス
感覚をなくした，あるいは遠近法を間違えた心の乱れを示しているに他な
らない。
しかし，そんな彼のためらいにもかかわらず，ほどなく彼はとあるサロ

ンの戸口の前にたどり着く。
Andindeedtherewillbetime
Towonder,$Doldare?' and,$Doldare?'
Timetoturnbackanddescendthestair,
Withabaldspotinthemiddleofmyhair-
(Theywillsay: :Howhishairisgrowingthin! ')
Mymorningcoat,mycollarmounting6rmlytothechin,
Mynecktierichandmodest,butassertedbyasimplepin-
(Theywillsay: $Buthowhisarmsandlegsarethin! ')

（〃、 37-44）

ここにおいても彼は「果たして自分にはその勇気があるのか｡」とか「向
きを変えて階段を降りるくらいの時間はある｡」と言ってためらいを示し
ているが， さらに注目すべきは， この場における彼の視線が自己の外側に
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ある女との現実の関係への対応に向けられるのではなく，逆に自己の内面
へと向かってしまっていることである。 『あの人の髪は何て薄いのでしょ
う。』 （/， 41） とか『あの人の手足は何て細いの。』と世間の人は言うだろ
うな等と自分が世間の人の目にどう映っているかということを自意識の内
で格闘しているのである。
部屋の中に足を踏永入れると， 自己の内面へと向かう彼の自意識との格
闘はその頂点に達する。彼はr離れた部屋から聞こえてくる音楽にまじっ
て／かぼそく消えてゆく声」 （"、 52-53)4）と表現する人のうわさを気にか
け，

Andlhaveknowntheeyesalready, knownthemall-
Theeyesthat fixyouinaformulatedphrase,
AndwhEnlamformulated, sprawlingonapin,
Whenlampinnedandwrigglingonthewall,

（〃． 55-58）
「決まり文句で人を動けなくしてしまう目」に射抜かれて， まるで虫ピン
でとめられてもがく昆虫のように動きがとれなくなってしまう。ついに彼
は， どうせ自分などは女に愛を打ち明ける柄ではないのだ(cf. {No! I
amnotPrinceHamlet,norwasmeanttobe.' /、 111) と自己弁解を
始める。
Thenhowshouldlbegin
Tospitoutall thebutt-endsofmydaysandwayF

（〃． 59-60）
視線はあくまで相手の女性との現実の関係に向けられるのではなく， 「煙
草の吸い殻のような自分の毎日の暮らし」と自己卑下する方向に向かう。
あげくの果てには， こんなに苦しむのなら，

Ishouldhavebeenapairofraggedclaws
Scuttlingacrossthefloorsofsilentseas.

（〃． 73-74）
「静かな海の底を動き回るカニにでもなればよかったのだ｡」と自己放棄
し， 「結局自分は恐れてしまった｡」 (4Andinshort, Iwasafraid.' 1.86)
と語る。つまりめざす女性に気持ちを打ち明けることができなかったので
ある。

恋愛関係を始めるという目的に向かって歩ゑを進めながら，彼の視線は
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相手の女性との関係をどうするかという現実的な問題に向けられることは
なく，常に自己の内部へ内部へと向かう。人は自分のことをこう言うだろ
うと第三者の気持ちを自意識過剰に付度して承たり， どうせ自分の人生な
ど｢吸い殻」染たいに汚れてしまったものなのだ， ハムレットの柄ではな
いのだと絶えず自分に向かってしまうのである。

111

T.S.エリオットの文学世界に現われてくるこのように絶えず自己を問
題にする人物はどうして疲れ切ってしまうのだろうか。絶えず自己の内部
・内部へと向かう努力方向がかえって自らを疲弊させてしまうという構造
にはそもそも努力方向自体に問題があるのではないだろうか。この点に関
するエリオットの考えは初期の散文に既に窺い知ることができる。我々人
間は単独では，そのもの自体としてはlhollow'つまり 「何もない」とい
う認識である。

Nopoet,noartistofanyart,hashiscompletemeaningalone.
His significance, hisappreciation is theappreciationofhis
relationtothedeadpoetsandartists.

("TraditionandthelndividualTalent'')5)
この伝統と芸術家個人との関係を社会と人間との関係に置き換えてゑると
彼の考えがよく分かる。 「どんな人間も単独では意味を持つことはない。
人間の意義は他の人間そしてその総体である社会との間で彼の占める関係
のうちに存するのである。」と。それ故そうした関係を剥奪されたとぎ，
人は孤立し，それこそ存在の本質にかかわるような恐怖を感じる。プルー
フロックのような自意識過剰な人間でなくとも， 日常的な枠組象をはずさ
れてしまうと，例えば，
Oras,whenanundergroundtrain, inthetube, stopstoolong
betweenstations

Andtheconversationrisesandslowlyfadesintosilence
Andyouseebehindeveryfacethementalemptinessdeepen
Leavingonlythegrowingterrorofnothingtothinkabout;

（駒"γQ"αγras, "EastCoker,'' 111, 18-21)
通勤途中の地下鉄が駅と駅との間で緊急停車し，ひとしきり興奮した声が
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なりをひそめると，つまり突然日常の枠組ゑを取り払われた空間に放り入
れられると，精神の虚無感は深まり，何も考えることが無いことに恐怖を
つのらせてしまうのである。
人は単独では何ら意味をもたない。他者とのそして社会との関係の中に
存在意義をもつ。それ故，絶えず自己の内面・内面へと幸福の源泉を求め
ることがかえって自らを虚しくし疲弊させてしまうとすれば， 内に向かう
視線を外に向ければよい。
一つの正方形の中にもう一つ小さな正方形を描き，対応する頂点を直線

で結ぶ。 こうしてできた図形の内側の正方形に視線を集中すると，その小
さな正方形は前に浮き出して図形は凸状に見える。これが今自己にとりつ
かれて身動きのできなくなった状態である。こうした状態を打ち破るため
には外側の大きな正方形に視線を向ければよい。さきほどまで浮き出して
見えた小さな正方形は後退し，図形はへこんだ凹状に見えてくる。
さきの芸術論におけるエリオット自身の言葉で言えば，
Whathappensisacontinual surrenderofhimselfashe is
atthemoment to somethingwhich ismorevaluable. The
progressofanartist isacontinual self-sacrifice, acontinual
extinctionofpersonality､6）

「現在あるがままの自分をより価値のあるものへと絶えずゆだねる」こと
である。 ego-centricな世界から自己を越えたsuperego-centricな世界
への移行である。
As"-WW""estmy(1930)の主人公は開口一番こうした姿勢を宣言する。
Becauseldonothopetoturnagain
Becauseldonothope
Becauseldonothopetoturn
Desiringthisman'sgiftandthatman'sscope
Inolongerstrivetostrivetowardssuchthings
(Whyshouldtheagedeaglestretchitswings?)
Whyshouldlmourn
Thevanishedpoweroftheusualreign？

（〃、 1－8）
「この人の才能やあの人の能力を望んで／そのようなものを得ようと奮闘
努力することはもはやしない｡」と自己に執着することを放棄し，その方
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向に振り向くことはしまいとこの詩において何回も何回も自分に言いきか
せているのである。

IV

T・S.エリオットは，芸術作品でも人間でも，他から切り離されたそのも
の自体に意味を見ることはしなかった。そのものの存在意義はそれを取り
囲むより大きな他者との関係の中に存すると思い，それとの関わりを重視
した。それ故後にIViofesZbz(/"(is#"gDa/f"雄0"o/Q4""γe(1948)に
おいて，文学をそれが一端を占めるより大きな文化というコンテクストの
中で論ずるようになり， またそこでも個人一集団一社会のそして地域
社会一国家一ヨーロッパ全体との対立ないしは緊張による調和といっ
たものを問題にするようになったのだと思われる。とすれば，視線の取り
方でバランス感覚のとれた調和をめざす彼の姿勢は，たとえはっきりと一
つの宗教を選ばない者にも，大きな示唆を投げかけてくるのではないだろ
うか。

「津1
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1） ここで言うSuperego-centric とは， 心理学で言う superego (超自我）ほ
どはっきりしたものではなく，単にregoを越えた， より大なるものを中心
とした」ほどの意味である。

2) @April isthecruellestmonth, . . . ' (/. 1).
3) :Likeapatient etheriseduponatable; ' (T/22LozJcSo"gq//.A""

Pγzﾂγ“た, ／､ 3)．
4） ‘…thevoicesdyingwithadyingfail
Beneaththemusicfromafartherroom.' ("".,". 52-53) .

5) T.S.Eliot, @$TraditionandthelndividualTalent'' inS2/"r"Ess"ys,p.
15．

6) Jbid., p. 17.
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